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１
日
目
は
、
加
藤
寛
治
衆

議
院
議
員
の
国
会
事
務
所
に

調
整
い
た
だ
き
、
本
県
選
出

及
び
、
関
係
国
会
議
員
10

名（
衆
議
院
議
員
７
名
、
参

議
院
議
員
３
名
）
及
び
、
国

土
交
通
省
７
名
に
対
し
、
地

域
高
規
格
道
路
「
島
原
天
草

長
島
道
路
（
南
島
原
工
区
）」

の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
空
き
家
対
策

で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
、
群
馬
県
高
崎
市

役
所
に
伺
い
、
建
築
住
宅
課

住
宅
管
理
担
当
者
か
ら
概
要

説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
応

答
を
行
う
形
で
研
修
を
行
っ

た
。

　

高
崎
市
で
行
っ
て
い
る
空

き
家
対
策
は
、
国
の
施
策
と

は
別
物
で
、「
空
き
家
緊
急
総

合
対
策
事
業
」
と
い
う
、
高

崎
市
独
自
の
助
成
事
業
１
本

で
や
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
市
長
の
考
え
方
が

大
き
く
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
や
る
と
い
う
こ
と
と
、
空

き
家
は
個
人
の
物
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
代
執
行
な
ど

の
よ
う
に
罰
則
的
に
や
る
の

で
は
な
く
、
助
成
金
を
出
す

こ
と
で
、
基
本
的
に
は
所
有

者
が
、
自
発
的
に
空
き
家
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
求
め

る
施
策
を
行
い
、
市
は
個
人

で
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

応
援
を
す
る
と
い
う
部
分
が

根
本
に
あ
り
、
空
き
家
の
解

体
だ
け
で
良
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、「
管
理
と
活
用

と
解
体
」
の
三
本
柱
の
も
と

に
、
制
度
１
・
空
き
家
の
ま

ま
管
理
す
る
場
合
の
助
成
、

制
度
２
・
空
き
家
の
解
体
の

場
合
の
助
成
、
制
度
３
・
解

体
跡
地
の
除
草
等
に
か
か
っ

た
費
用
の
助
成
、
制
度
４
・

空
き
家
の
活
用
助
成
、
制
度

５
・
空
き
家
を
サ
ロ
ン
と
し

て
借
り
る
場
合
の
家
賃
の
助

成
、
制
度
６
・
空
き
家
を
住

居
と
し
て
活
用
す
る
場
合
の

改
修
費
用
の
助
成
、
制
度
７
・

特
定
地
区
の
空
き
家
を
住
居

と
し
て
借
り
る
場
合
の
家
賃

の
助
成
、
制
度
８
・
空
き
家

を
事
務
所
、
店
舗
と
し
て
活

用
す
る
場
合
の
助
成
な
ど
様

々
な
施
策
を
展
開
し
て
お
ら

れ
た
。

　

し
か
し
、
高
崎
市
は
平
成

13
年
４
月
の
特
例
市
移
行
後

に
合
併
し
、
人
口
37
万
５
千

人
の
群
馬
県
内
最
大
の
中
核

都
市
で
あ
る
こ
と
や
、
東
京

に
近
く
、
古
く
は
関
東
と
甲

信
越
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
、

上
越
・
北
陸
新
幹
線
を
は
じ

め
４
本
の
Ｊ
Ｒ
線
が
通
り
、

関
越
・
上
信
越
・
北
関
東
自

動
車
道
の
高
速
道
や
５
本
の

国
道
が
集
中
し
て
お
り
、
首

都
圏
や
太
平
洋
と
日
本
海
を

結
ぶ
ハ
ブ
都
市
と
し
て
の
役

割
を
帯
び
、
「
人
・
も
の
・
情

報
・
文
化
」
の
集
積
や
交
流

に
よ
る
、
北
関
東
・
北
信
越

の
中
心
的
都
市
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
あ
ま
り
に
も
本
市
と

の
較
差
が
大
き
く
、
そ
の
ま

ま
政
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
出
来
な
い
も
の
の
、
大
き

な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

３
日
目
は
、
群
馬
県
安
中

市
で
、
下
水
道
と
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
率
な
ど
、
汚

水
処
理
事
業
の
現
状
等
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
安
中
市
役
所
上
下
水

道
部
長
か
ら
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
応
答
を
行
う

形
で
研
修
を
行
っ
た
。

　

安
中
市
は
、
公
共
下
水
道

と
浄
化
槽
の
２
本
立
て
で
汚

水
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
浄

化
槽
汚
泥
に
つ
い
て
は
、
本

市
と
同
じ
く
、
市
が
所
有
す

る
ご
み
焼
却
施
設
で
あ
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
を

し
て
い
る
。

　

県
知
事
が
、
任
期
終
了
ま

で
に
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

を
85
％
に
す
る
と
い
う
公
約

を
立
て
た
が
、
も
う
す
ぐ
任

期
が
終
わ
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
公
約
の
達
成
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
下
水
道

整
備
だ
と
お
金
と
時
間
が
掛

か
る
の
で
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
伸
ば
そ
う
と
い

う
方
針
に
切
り
替
え
、
各
自

治
体
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
、
県

か
ら
要
請
が
あ
っ
た
た
め
推

進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
中
市
と
し
て
も

そ
の
方
が
市
と
し
て
の
負
担

が
軽
く
な
る
た
め
、
単
独
槽

か
ら
合
併
浄
化
槽
に
替
え
て

頂
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

が
、
単
独
槽
だ
と
ト
イ
レ
だ

け
の
処
理
で
良
か
っ
た
が
、

合
併
浄
化
槽
に
な
る
と
、
家

庭
内
排
水
が
全
部
に
な
る
た

め
に
、
工
事
費
が
高
く
な
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
が
思
っ
た
よ
う

に
替
え
て
頂
け
ず
、
普
及
率

が
伸
び
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
、
本
市
と
同
じ
悩
み
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
。
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加藤寛治衆議院議員への要望活動

高崎市役所研修風景

農林水産・建設委員長あいさつ

安中市役所研修風景


